５　橋津と長瀬の大火
橋津の大火

日本海海戦の日に　　　明治３８年５月２７日午後２時ごろ、橋津村で６２戸と倉庫８棟を全焼するという大火が発生
発生した橋津大火　　した。この日は奇しくも、日露戦争の明暗をかけた日本海大海戦の日で、夕方頃折からの強い西風に乗って軍艦の撃ちあう大砲の音が聞こえていたという。
橋津のこの大火災に関する記事は残念ながら何も残っていないため、公式な記録を書きとめることはできないが、当時１１才で直接罹災の経験をした岩本留治の記憶によって、この大火災の状況の一端を綴ってみる。

岩本留治の記憶に　　　「この日は強い西風が吹いていて、海上は荒波が立っていた。こうした状況の中で橋津沖（鳥
よる火災状況　　　　が島の西側）には塩を積んだ船が入港し、その船の荷上げ作業が行われていた。私（岩本留治）は当時１１才であったが、その頃橋津港はいろいろな品物を積んだ船が入港し、その船の荷上げ作業に働く人が多くいたが、昔は今のように生活が楽でなかったから、１１才にもなればこうした仕事に出て金もうけをしていたもので、大人の７分賃金を貰っていた。そこでこの日も塩船が入港したというので、浜に出てこの塩の荷上げ作業をしていたが、西風があまりに強く吹き、砂が立ちこめて仕事にならないため、昼をしまって新綱小屋（舟や網を格納して置く三角の小屋）に入って休憩していた。しかし私たち子供は山に登ってイバラの実を取って帰り、小屋の中で塩をつけて食べていたところ、「火事だー」という声を聞いたので、みんな小屋から飛び出してみたところ、すでに西の方はまっ黒い煙が空をうずまいていた。
驚いて家にとんで帰ってみたところ、父は宇谷の山へ舟板を取りに行って居らず、母は以前ふき取りに行って足の骨を折って寝こんでおり、また８０才にもなる祖父は病身で歩くこともできず、１人でまごまごしていた。昔の家はほとんどEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わら),藁)屋根だったから、強い西風にあおられて火の粉は西の方へどんどん飛んで来て、私の家の屋根にも火がついて燃え出した。近所の者も自分の家のことで一生懸命であり、困り果てていたとき、親せきの人が来てくれて危く２人を助け出し、ようやく着の身着のままの姿で浜小屋の方へ避難した。

火の燃え広がりか　　　火の出火と廻りかたは、観音堂の下にあった大衆浴場から出火した火が、１軒おいた湊の２階
た　　　　　　　　　建ワラ屋根に飛火し、風にあおられた麦わらの火の粉が飛散して隣家や近くの笹薮に燃え移り、
　　　　　　　　　　山側に立竝ぶ家並をまたたく間になめ尽くしてしまった。
　　　　　　　　　　　このとき、橋津の東端（小橋の附近）でモチ焼きを商売にしていた「おせん」というおばあさ

　　　　　　　　　　んが、どう感違いしたのか山の方へ逃げようとして、現在の馬ノ山登山道路を登って行ったとこ
　　　　　　　　　　ろ、笹薮に火がついて四方を囲まれてしまい、遂に焼け死んでしまった。
　　　　　　　　　　　火の手は山側の家並を焼き尽くしながら、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しも),下)手の方では山に当たった風のため風向きが変わり、
　　　　　　　　　　道路をはさんだ海側の家に火が廻り、今までとは逆に上手の方に向かって燃え出して行った。そ
灘倉８戸も焼失　　　うして道笑町の方まで火が廻り、当時灘倉（船から荷上げをした品物を格納して置く倉庫）が８戸前建っていたが、ついにその倉にまで火がついて８戸前全部を焼失してしまった。その倉の１つに「あずま屋の倉があったが、その中には荷上げされていた石油缶が相当あったため、石油缶の爆発が次々と起こり、その一帯は手のつけようもない惨状を呈していた。

私の家の舟小屋（造舟場）も１・２間隔れて近くに建っていたため、これで最後かと思っていたところ、この大火を聞きつけて北条方面から駆けつけてきた人達が「岩本の舟小屋を焼いたら我々の漁舟も造れないし、修繕もできない」といって、大勢の人たちが砂を小屋にぶつけながら消火につとめてくれたお蔭で、無事舟小屋だけは残ったことをよく覚えている。

消火作業の状況　　　　この大火事の消火には、村の消防ポンプはもちろん、近郷から駆けつけた消防ポンプも多くあったが、ポンプと言っても車のついた手押しポンプであったから、こんな大火にはあまり効力もなく、しかも火災の範囲が広くて火をくい止めるだけの力は無かった。ある消防ポンプは、道笑町の入口（現在の但馬附近）で消火していたところ、四方火の海に囲まれてしまって、ポンプを置き去りにして逃れたほどのすさまじさであった。しかも防火用の水といえば、東側の山手の方に２・３か所防火用浜井戸があった程度で、長時間の消火ともなれば水は切れてしまい、海岸の方に廻ったポンプは、サンパ（海の小舟）に海水をくみ込んで防火用水として使った。
しかし必死の消火作業にもかかわらず、３時間程たった午後５時頃ようやく鎮火したが、結局火元から東側にあたる家並の焼失家屋６２戸、倉庫８棟という橋津村における未曽有の大惨事となった。焼けた家々はあまりにも火の廻りが早く、しかも昼間で家に人のいない時間帯であっただけに、家財道具その他あまり搬出していない者が多かった。罹災者たちは、とりあえず親戚知人を頼って身を寄せたが、私の一家も３年間を焼け残った舟小屋で過した。
罹災者救助対策　　　　罹災者たちはみじめで、橋津村から１人１日米３合と、各種農具の補給援助が行われた。また、当時橋津とは商業的に密接な関係にあった倉吉から、多くの品物や金銭の見舞が寄せられたり、県からも見舞金や小屋掛料の援助があった。しかし、これら金品の分配に当たっては、戸籍上の人数（不在住者を含めた人数）を基準にして分配されたため、罹災した人たちのなかで、すごく有利に扱われた家があった反面、不利で惨めな家庭も多く、非常に公平を欠いだ分配方法であった。とくに私の家は、戸主である長男が境の方へ行っており、二男である父親が家にいた関係から、いろいろな分配物や、県から貰う小屋掛料（再建資金）の対象家庭として認められず、他家は小屋掛料などを元にして家の再建をはかる者も多かったが、結局３年間というものを舟小屋を仕切って８０才になる祖父などと耐乏生活せざるを得なかった。その後ようやく越崎家であった現在の家を購入して居を構えることができた。」
以上が岩本留治の記憶による橋津大火の概況であるが、上浅津の大火の場合にもみられるように、県からも相当額の貸付金も受けていたことと思われる。岩本家には、町内数軒の連名で２５円を借用した証書が残っていたことからみても、罹災者は一代再建の重荷を背負って苦しい生活を余儀なくされたことは想像に難くない。

長瀬の大火

長瀬村の大火　　　　　長瀬村においても、明治４２年８月（旧暦６月２７日）に、２７戸焼失の大火があった。この火災記録については資料がみあたらず、当時の様子について三谷隆次、岡村増太郎両名の記憶によって次のとおり綴っておく。

この日昼過ぎ、長瀬下条から突然火の手が上がり、おりから連日の日照り続きとあって、忽ち火は燃え拡がり、一面火の海と化した。かけつけた村人たちも手のつけようがなく、類焼をくい止めるのが精一ぱいであった。猛火は南北に２７戸を焼き尽くし、夜半になってようやく鎭火した。
罹災者は次のとおりであった。

罹災した人たち
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